
 
 

 
 

 

 

志し高い政治家が不可欠です 
 

 

 

先日、何気なく毎日新聞「政治プレミア

ム」で元外務省審議官で北朝鮮拉致問題で小

泉純一郎首相の北朝鮮訪問をセットした田中

均氏が「日本の未来を切り拓くため「志の高

い政治家」が不可欠だ」という記事にコメン

トをしたら「ベストコメント」ということで

掲載されていますので、ご紹介したいと思い

ます。 
 

 
 

私のコメントは以下の通りです。 
 

 

 

「与野党を問わず、質の高さが基準となるよ

うな政治家を輩出していくんだという気概が

欲しいと思います。有権者はもちろんだが、

政党も公認候補者として、「地盤がある」だ

とか、「人気がある」だとか、「勝てそうだ」

とか、いう基準を変える努力をしなければな

らないと思います。一度落ちるところまで落

ちないと、変わらないのかなあという気もし

ますが、代表制民主主義では「民意」の力が

決定的なので、政治を担う一人として、公民

教育をもっと実践的に行い、有権者が「志の

高い政治家」を選ぶということになることに

努力をしたいと思います。」 
 
 

 

 

 
 

 

阿見町の大問題その３ 
 

 

 

 

●文化や歴史、芸術に親しめる政

策・歴史民俗資料館の整備 
 

阿見町の歴史・文化・芸術政策はコロナ禍でも

ほとんど対策がなされませんでした。人が生きる

ためにはまず「パン」が必要ですが、それと同じ

くらい歴史・文化・芸術が重要です。音楽や絵画、

ダンスなど自己を表現するパフォーマンスが人生

を豊かに彩ります。 

ふるさとの歴史を大事にしない国家・地域社会、

自治体が尊敬されることはありません。阿見町に

は残すべき貴重な歴史・文化遺産がたくさんあり

ます。阿見町の子ども達が他の市町村に行くこと

なく郷土の歴史を学ぶことが出来るよう「阿見町

史の改訂」「歴史民俗資料館の整備」はどうしても

必要な政策課題です。 
 
 

●活力を生み出す政策・圏央道牛

久阿見インター周辺の開発 
 

茨城県と連携して圏央道のポテンシャルを活用

し雇用や税収を図りバランスの取れたまちをつく

るため取り組みます。 
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政治不信が渦巻く中央政界 
自己の利益より町民のために 

 
 

 

議員の仕事は、町民の皆様のご意見やご要望を

お聞きし町政に反映させる大事な仕事です。同時

に、国の政策や県内外の他自治体の政策について

アンテナを高くして情報収集をすることも大事で 

す。 
 

しかし、私が議員の一番大事な「仕事」と考え

るのは、予算や条例、計画などを「審議」（チェッ

ク）することだと考えています。税金が無駄なく

使われているか「質疑」をする議員が少ないこと

が残念です。 
 

日本国民は全員ほぼ毎日「税金」を支払ってい

ます。消費税はそういう税金です。中央政界では、

政治家が「裏金」を何に使っているのか明らかに

せず、「裏金」の税金も支払っていません。政治へ

の不信は高まっています。政治不信は、国を危う

くするのみならず、激動する国際情勢の中で日本

の未来を危うくします。 
 

私の議会活動は、主にブログやフェイスブック、

Ｚ（旧ツイッター）、インスタグラム、ホームペー

ジ、YouTube の動画配信などで議員活動を発信す

る他、議会報告をお届けしています。 
 
 

 

 
 

 
 

 

◆那珂市生まれ、水戸一高・立命館大学卒業。茨城

県労働金庫、帝国データバンク、医療法人の事務

長、阿見町参与など。防災士。    

 

◆２０１２年阿見町議会議員に当選、以降、すべて

の議会で一般質問・質疑を行っています。 
 
 

◆議会外では、茨城れいわの会、日本地域資源学会、

国際交流協会、阿見観光ガイドなどで活動中です 
 

運転免許自主返納サポート事業 
 

 

 

運転免許を自主

返納した 65 歳以

上の高齢者に対し

て、様々な特典サ

ービスを提供する

ことで、運転に不

安を感じる運転免

許の自主返納を検

討するきっかけづ

くりを行う事業が

高齢運転者運転免

許自主返納サポー

ト事業です。 
 
 

茨城県が事業を

実施する他、各市

町村でも独自に自主返納者への支援を行っています。

阿見町の場合は、75 歳以上の自主返納者に対してデ

マンドタクシーの利用券を 1 回限り 1 万円分支給し

ています。 
 
 

阿見町でもサポートを実施しているお店がありま

す。私の行き付けの美容院（ナチュラル・ヒーリン

グ・ソウ／029-887-7848）も、サポート事業者のひ

とつで車の運転をされないお客様には送迎を行ってい

る他、足湯と爪切りのサービスをしています。 
 

高齢者による自動車事故が度々報道されても、運転

免許自主返納はなかなか進みません。それは、返納し

た後、通院や買い物、趣味のグループに行くことな

ど、それまでの日常生活を送ることが難しいという思

いがあり、実際に不便をきたすことになるからです。 
 
 

阿見町の支援事業も拡大する必要があります。さら

には、阿見町全体の公共交通の見直しを図る必要もあ

ると思います。しっかりと取り組んで行きます。 
 

 

 

●議会の裏話! 裏話! 
 

「議会改革は 

どこまで進んだのか」 
 

当初、議会改革等調査研

究特別委員会設置の目的と

ゴールは「議員定数について」「議員報酬につ

いて」「会派制の導入について」の３点につい

て議論し成果を得ることでした。 
残念ながら、大きな柱であった３つのゴールは結

論が出ないままに改選後の議会に委ねるということ

になりました。少し物足りない結果になった感は否

めないと思います。 

議会改革の主な成果は、「予算決算特別委員会の常

設化と政策要望サイクル」「請願者の意見陳述の原則

化」「災害時の議会対応の明確化」「オンライン会議

（WEB 会議）の運用」「議会だよりのリニューア

ル」「議会モニターの設置」などです。 

 


